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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像をボディ本体に設けられる撮像素子の撮像面上に結像するための撮像光学系と
、前記ボディ本体に装着したときに前記撮像素子の前面に配置される複眼レンズアレイと
、前記ボディ本体に対して回動させることによって前記ボディ本体に対して着脱可能に装
着されるレンズ側マウント部と、前記撮像光学系を保持するレンズ本体に対して前記レン
ズ側マウント部の前記回動に伴って相対的に回動可能に設けられ、前記複眼レンズアレイ
を保持し、光軸方向から見たときの形状が所定形状である複眼レンズアレイ保持部と、を
有する交換レンズ部と、
　前記レンズ側マウント部が装着されるボディ側マウント部と、前記ボディ側マウント部
の内部に配置された前記撮像素子と、前記ボディ側マウント部から前記撮像素子側に設け
られ、前記複眼レンズアレイが挿入され、前記複眼レンズアレイ保持部の前記所定形状に
対応する形状の開口部と、を有する前記ボディ本体と、
　を備えることを特徴とする、撮像装置。
【請求項２】
　前記ボディ側マウント部は、前記レンズ側マウント部に対する相対的な回動をロックす
るためのロックピンを有し、
　前記レンズ側マウント部は、前記複眼レンズアレイ保持部と接続され、前記ロックピン
と係合して前記複眼レンズアレイ保持部の前記ボディ側マウント部に対する回動を停止さ
せる回動規制板を有することを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項３】
　被写体像を撮像素子の撮像面上に結像するための撮像光学系と、
　ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に配置される複眼レンズアレイと、
　前記ボディ本体に対して回動させることによって前記ボディ本体に対して着脱可能に装
着されるレンズ側マウント部と、
　前記撮像光学系を保持するレンズ本体に対して前記レンズ側マウント部の前記回動に伴
って相対的に回動可能に設けられ、前記複眼レンズアレイを保持し、光軸方向から見たと
きの形状が所定形状であり、前記レンズ側マウント部が前記ボディ本体に装着された場合
に前記ボディ本体に設けられた前記所定形状に対応する形状の開口部に挿入される複眼レ
ンズアレイ保持部と、
　を備えることを特徴とする、レンズ装置。
【請求項４】
　前記ボディ本体には、前記レンズ側マウント部に対する相対的な回動をロックするため
のロックピンが設けられ、
　前記レンズ側マウント部は、前記複眼レンズアレイ保持部と接続され、前記ロックピン
と係合して前記複眼レンズアレイ保持部の前記ボディ本体に対する回動を停止させる回動
規制板を有することを特徴とする、請求項３に記載のレンズ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及びレンズ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば下記の特許文献１には、複眼レンズアレイによって撮像素子の画素毎に結
像光学系の射出瞳の異なる領域からの光束を受光して画像合成することで、１回の撮影後
に任意の距離での合焦画像を得る手法が記載されている。
【０００３】
　また、下記の特許文献２には、複眼撮影用の第１の撮像素子の後方に通常高解像度撮影
用の第２の撮像素子を設け、通常高解像度撮影モード選択時には、撮影光束を第1の撮像
素子を透過させて撮影する手法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０１７０７９号公報
【特許文献２】特開２００７－００４４７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、複眼レンズアレイは、撮像素子と同程度の大きさであり、撮像素子に近
接するように配置される。このため、レンズ交換が可能なシステムにおいて、交換レンズ
側に複眼レンズアレイを設けると、交換レンズを着脱する際に複眼レンズアレイとボディ
側の構成要素とが干渉してしまう問題が発生する。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、複眼レンズアレイを有する交換可能なレンズを備えるシステムにおいて、ボディ本体
の構成要素との干渉を確実に抑えるとともに、システムの小型化を達成することが可能な
、新規かつ改良され撮像装置及びレンズ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、被写体像を撮像素子の撮像面
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上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に配置さ
れる複眼レンズアレイと、前記撮像光学系を保持するレンズ本体に対して回動可能に設け
られ、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持部と、前記ボディ本体に対
して回動させることによって前記ボディ本体に装着されるレンズ側マウント部と、を有す
る交換レンズ部と、前記レンズ側マウント部が装着されるボディ側マウント部と、前記ボ
ディ側マウント部の内部に配置された前記撮像素子と、前記ボディ側マウント部から前記
撮像素子側に設けられ、前記複眼レンズアレイが挿入される開口部と、を有するボディ本
体と、を有する前記ボディ本体と、を備える、撮像装置が提供される。
【０００８】
　上記構成によれば、複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持部は、撮像光学
系を保持するレンズ本体に対して回動可能に設けられるため、交換レンズ部をボディ本体
に装着する際に、交換レンズ部を回動させた場合に複眼レンズアレイが回動しないように
することができる。従って、ボディ本体側に複眼レンズアレイの回動に伴う干渉を回避す
るスペースを設ける必要がなく、ボディ本体側のスペースを有効に活用することが可能に
なるとともに、ボディ本体を最小限の大きさにすることが可能となる。
【０００９】
　また、前記ボディ側マウント部は、前記レンズ側マウント部に対する相対的な回動をロ
ックするためのロックピンを有し、前記レンズ側マウント部は、前記複眼レンズアレイ保
持部と接続され、前記ロックピンと係合して前記複眼レンズアレイ保持部の前記ボディ側
マウント部に対する回動を停止させる回動規制板を有する。かかる構成によれば、回動規
制板がロックピンと係合して複眼レンズアレイ保持部のボディ側マウント部に対する回動
を停止させるため、交換レンズをボディ本体に装着する際に、交換レンズを回動させた場
合に複眼レンズアレイが回動しないようにすることができる。
【００１０】
　被写体像を撮像素子の撮像面上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられ
る前記撮像素子の前面に配置される複眼レンズアレイと、前記撮像光学系を保持するレン
ズ本体に対して回動可能に設けられ、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ
保持部と、前記ボディ本体に対して回動させることによって前記ボディ本体に装着される
レンズ側マウント部と、を備える、レンズ装置が提供される。
【００１１】
　上記構成によれば、複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持部は、撮像光学
系を保持するレンズ本体に対して回動可能に設けられるため、レンズ装置をボディ本体に
装着する際に、レンズ装置を回動させた場合に複眼レンズアレイが回動しないようにする
ことができる。従って、ボディ本体側に複眼レンズアレイの回動に伴う干渉を回避するス
ペースを設ける必要がなく、ボディ本体側のスペースを有効に活用することが可能になる
とともに、ボディ本体を最小限の大きさにすることが可能となる。
【００１２】
　また、前記ボディ本体には、前記レンズ側マウント部に対する相対的な回動をロックす
るためのロックピンが設けられ、前記レンズ側マウント部は、前記複眼レンズアレイ保持
部と接続され、前記ロックピンと係合して前記複眼レンズアレイ保持部の前記ボディ本体
に対する回動を停止させる回動規制板を有する。かかる構成によれば、回動規制板がロッ
クピンと係合して複眼レンズアレイ保持部のボディ本体に対する回動を停止させるため、
レンズ装置をボディ本体に装着する際に、レンズ装置を回動させた場合に複眼レンズアレ
イが回動しないようにすることができる。
【００１３】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、被写体像を撮像素子の
撮像面上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に
配置される複眼レンズアレイと、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持
部と、前記ボディ本体に対して着脱可能に装着され、前記撮像光学系を保持するレンズ本
体に対して回動可能に設けられ、前記ボディ本体に対して回動させることによって前記ボ
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ディ本体に装着されるレンズ側マウント部と、を有する交換レンズ部と、前記レンズ側マ
ウント部が装着されるボディ側マウント部と、前記ボディ側マウント部の内部に配置され
た前記撮像素子と、前記ボディ側マウント部から前記撮像素子側に設けられ、前記複眼レ
ンズアレイが挿入される開口部と、を有するボディ本体と、を有する前記ボディ本体と、
を備える、撮像装置が提供される。
【００１４】
　上記構成によれば、レンズ側マウント部は、撮像光学系を保持するレンズ本体に対して
回動可能に設けられ、ボディ本体に対して回動させることによって前記ボディ本体に装着
されるため、交換レンズ部をボディ本体に装着する際に、交換レンズを回動させた場合に
複眼レンズアレイが回動しないようにすることができる。従って、ボディ本体側に複眼レ
ンズアレイの回動に伴う干渉を回避するスペースを設ける必要がなく、ボディ本体側のス
ペースを有効に活用することが可能になるとともに、ボディ本体を最小限の大きさにする
ことが可能となる。
【００１５】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、被写体像を撮像素子の
撮像面上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に
配置される複眼レンズアレイと、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持
部と、前記ボディ本体に対して着脱可能に装着され、前記撮像光学系を保持するレンズ本
体に対して回動可能に設けられ、前記ボディ本体に対して回動させることによって前記ボ
ディ本体に装着されるレンズ側マウント部と、を備える、レンズ装置が提供される。
【００１６】
　上記構成によれば、レンズ側マウント部は、撮像光学系を保持するレンズ本体に対して
回動可能に設けられ、ボディ本体に対して回動させることによって前記ボディ本体に装着
されるため、レンズ装置をボディ本体に装着する際に、レンズ装置を回動させた場合に複
眼レンズアレイが回動しないようにすることができる。従って、ボディ本体側に複眼レン
ズアレイの回動に伴う干渉を回避するスペースを設ける必要がなく、ボディ本体側のスペ
ースを有効に活用することが可能になるとともに、ボディ本体を最小限の大きさにするこ
とが可能となる。
【００１７】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、被写体像を撮像素子の
撮像面上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に
配置される複眼レンズアレイと、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持
部と、前記ボディ本体に対して着脱可能に装着されるレンズ側マウント部と、を有する交
換レンズ部と、前記ボディ本体に対して回動可能に設けられ、前記ボディ本体に対して回
動させることによって前記レンズ側マウント部に装着されるボディ側マウント部と、前記
ボディ側マウント部の内部に配置された前記撮像素子と、前記ボディ側マウント部から前
記撮像素子側に設けられ、前記複眼レンズアレイが挿入される開口部と、を有するボディ
本体と、を有する前記ボディ本体と、を備えることを特徴とする、撮像装置が提供される
。
【００１８】
　上記構成によれば、ボディ側マウント部は、ボディ本体に対して回動可能に設けられ、
ボディ本体に対して回動させることによってレンズ側マウント部に装着されるため、交換
レンズ部をボディ本体に装着する際に、交換レンズ部を回動させる必要がない。従って、
ボディ本体側に複眼レンズアレイの回動に伴う干渉を回避するスペースを設ける必要がな
く、ボディ本体側のスペースを有効に活用することが可能になるとともに、ボディ本体を
最小限の大きさにすることが可能となる。
【００１９】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、被写体像を撮像素子の
撮像面上に結像するための撮像光学系と、ボディ本体に設けられる前記撮像素子の前面に
配置される複眼レンズアレイと、前記複眼レンズアレイを保持する複眼レンズアレイ保持
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部と、前記ボディ本体に対して着脱可能に装着されるレンズ側マウント部と、を有する交
換レンズ部と、前記レンズ側マウント部が装着されるボディ側マウント部と、前記ボディ
側マウント部の内部に配置された前記撮像素子と、前記ボディ側マウント部から前記撮像
素子側に設けられ、前記交換レンズを装着する際の前記交換レンズの回動に伴う前記複眼
レンズアレイの外形の軌跡に沿って設けられ、前記複眼レンズアレイが挿入される開口部
と、を有するボディ本体と、を有する前記ボディ本体と、を備える、撮像装置が提供され
る。
【００２０】
　上記構成によれば、ボディ本体に設けられた開口部は、交換レンズを装着する際の交換
レンズの回動に伴う複眼レンズアレイの外形の軌跡に沿って設けられるため、交換レンズ
部をボディ本体に装着する際に、交換レンズ部を回動させた場合に複眼レンズアレイの回
動に伴う干渉を確実に回避することが可能となる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、複眼レンズアレイを有する交換可能なレンズ装置を備えるシステムに
おいて、撮像装置本体側の構成要素との干渉を確実に抑えるとともに、システムの小型化
を達成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る撮像装置の構成を示す模式図である。
【図２】ボディ本体のマウント部とその近傍を示す斜視図である。
【図３】交換レンズのマウント部の近傍をボディ本体側から見た状態を示す斜視図である
。
【図４】複眼レンズアレイ及び複眼レンズアレイ保持筒と、ボディ本体側に設けられた矩
形状の開口部との位置関係を説明するための模式図である。
【図５】複眼レンズアレイ及び複眼レンズアレイ保持筒と、ボディ本体側に設けられた矩
形状の開口部との位置関係を説明するための模式図である。
【図６】複眼レンズアレイを内蔵したアダプターの構成例を示す模式図である。
【図７】第２の実施形態に係る撮像装置の構成を示す模式図である。
【図８】第３の実施形態に係る撮像装置の構成を示す模式図である。
【図９】第４の実施形態に係る撮像装置の構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２４】
　＜１．第１の実施形態＞
　まず、図１を参照して、本発明の第１の実施形態に係る撮像装置１００の概略構成につ
いて説明する。図１は、第１の実施形態に係る撮像装置１００の構成を示す模式図である
。図１に示すように、撮像装置１００は、交換レンズ（レンズ装置）２００とボディ本体
３００とを有して構成されている。交換レンズ２００には、被写体像を撮像素子３１０の
撮像面に結像させるための撮像光学系２１０が設けられている。また、撮像光学系２１０
の最後部（最もボディ本体３００側）には、複眼レンズアレイ２２０が設けられている。
複眼レンズアレイ２２０は、交換レンズ２００の本体２０２に装着された複眼レンズアレ
イ保持筒２２２に保持されている。複眼レンズアレイ２２０は、一例として、撮像素子３
１０の画素毎に結像光学系の射出瞳の異なる領域からの光束を受光させて、画像合成によ
り１回の撮影後に任意の距離での合焦画像を得ることを可能とするものである。
【００２５】
　また、図１に示すように、ボディ本体３００内には、撮像素子３１０が配置されている
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。図１に示す受光面は、撮像素子３１０の撮像面の位置に対応する。また、撮像素子３１
０の前には、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）などの複数の光学素子３２０が配置されている
。
【００２６】
　交換レンズ２００は、マウント部２３０を備えている。また、ボディ本体３００は、マ
ウント部３３０を備えている。マウント部２３０とマウント部３３０とは、図１に示すマ
ウント面の位置でそれぞれのマウント面同士が当接し、この状態で交換レンズ２００とボ
ディ本体３００とが結合される。
【００２７】
　図２は、ボディ本体３００のマウント部３３０とその近傍を示す斜視図である。図２に
示すように、ボディ本端３００の前面には、ボディ本体３００側のマウント部３３０が設
けられている。マウント部３３０の奥には撮像素子３１０が配置されている。なお、図２
では、光学素子３２０の図示は省略している。図１及び図２に示すように、撮像素子３１
０は、マウント面３３０ａよりもボディ本体３００の内部に位置している。
【００２８】
　図３は、交換レンズ２００のマウント部２３０の近傍をボディ本体３００側から見た状
態を示す斜視図である。交換レンズ２００のボディ本体３００側には、複眼レンズアレイ
２２０がマウント面２３０ａよりもボディ本体３００側に突出して設けられている。複眼
レンズアレイ２２０は、撮像素子３１０の平面形状に対応する矩形形状とされている。
【００２９】
　図３に示したように、交換レンズ２００のボディ本体３００側には、複眼レンズアレイ
２２０及び複眼レンズアレイ保持筒２２２がマウント面２３０ａよりもボディ本体３００
側に突出して設けられている。このため、図２に示すように、ボディ本体３００のマウン
ト部３３０の内部には、撮像素子３１０に向かって貫通する開口部３４０が設けられてい
る。開口部３４０は、正面から見たときの形状が矩形形状とされ、同じく矩形の複眼レン
ズアレイ２２０及び複眼レンズアレイ保持筒２２２に対応する形状とされている。
【００３０】
　後述するが、交換レンズ２００のマウント部２３０とボディ本体３００のマウント部３
３０とは、図３に示すマウント部２３０の爪部２４２を図２に示す逃げ部３３４に挿入す
るとともに、爪部３４２を逃げ部３４４に挿入することによって、マウント面２３０ａ，
３２０ａ同士が密着する。そして、この状態で交換レンズ２００を所定の角度だけ回動さ
せることによって、爪部２４２と爪部３４２とが係合し、これによりマウント部２３０と
マウント部３３０が係合して交換レンズ２００とボディ本体３００とが結合される。
【００３１】
　図４及び図５は、交換レンズ２００に設けられた複眼レンズアレイ２２０及び複眼レン
ズアレイ保持筒２２２と、ボディ本体３００側に設けられた矩形状の開口部３４０との位
置関係を説明するための模式図であって、図１に示す一点鎖線Ｉ－Ｉ’の位置での断面を
模式的に示している。
【００３２】
　図４に示すように、複眼レンズアレイ保持筒２２２の外形と開口部３４０との間には所
定のクリアランスｄが設けられている。ここで、交換レンズ２００と複眼レンズアレイ保
持筒２２２とが一体に構成されていた場合、交換レンズ２００の脱着の際に交換レンズ２
００をボディ本体３００に対して回動させると、図５に示すように、複眼レンズアレイ保
持筒２２２と開口部３４０とが干渉してしまう事態が生じる。
【００３３】
　図５のような事態を防ぐためには、図４に一点鎖線で示すように、開口部３４０を円筒
形状とし、開口部３４０の直径を複眼レンズアレイ保持筒２２２の対角線よりも長くする
必要がある。一方、このような構成にした場合、ボディ本体３００内での開口部３４０の
大きさが増大し、ボディ本体３００内の有効なスペースが少なくなることが想定される。
【００３４】
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　このため、本実施形態では、複眼レンズアレイ保持筒２２２を交換レンズ２００本体に
対して回動可能に構成している。このような構成によれば、図４の状態を維持したまま、
交換レンズ２００をボディ本体３００に対して回動させることができる。従って、開口部
３４０の大きさを最小限に抑えることができ、開口部３４０を複眼レンズアレイ保持筒２
２２と同程度の大きさの矩形形状とすることができる。これにより、複眼レンズアレイ２
２０を備えた交換レンズ２００をボディ本体３００に対して着脱可能としたシステムを構
築する際に、ボディ本体３００の大きさを最小限に抑えることが可能となる。
【００３５】
　以下、撮像装置１００の具体的構成例について詳細に説明する。図２に示すように、ボ
ディ本体３００側のマウント部３３０のマウント面３３０ａには、ロックピン３３２が配
置されている。また、ロックピン３３２の近傍には、ロックピン解除レバー３３４とロッ
クピンスプリング３３６が配置されている。ロックピン３３２は、ユーザがロックピン解
除レバー３３４を押すことによって、その先端の高さが低くなる。また、ユーザがロック
ピン解除レバー３３４から手を放すと、ロックピン３３２は、ロックピンスプリング３３
６の付勢力によって元の位置に復帰する。
【００３６】
　また、図２に示すように、マウント部３３０には、内径側に向かって突出する爪部３４
２が設けられている。爪部３４２は、例えば円周上に所定の角度範囲で３箇所に設けられ
ている。また、隣接する爪部３４２の間には、逃げ部３４４が設けられている。逃げ部３
４４には、交換レンズ２００のマウント部２３０の爪部２４２が挿入される。
【００３７】
　一方、図３に示すように、交換レンズ２００のマウント部２３０には、穴２３２が設け
られている。交換レンズ２００がボディ本体３００に結合された状態において、穴２３２
の位置は、ロックピン３３２の位置に対応する。また、マウント部２３０には、所定の角
度範囲にマウント面よりも一段低い面２３４が設けられている。面２３４上には、複眼レ
ンズアレイ保持筒２２２の回転規制板２３６が回動可能に設けられている。
【００３８】
　また、マウント部２３０には、外側に向かって突出する爪部２４２が設けられている。
爪部２４２は、例えば円周上に所定の角度範囲で３箇所に設けられている。また、隣接す
る爪部２４２の間には、逃げ部２４４が設けられている。図１に示すように、交換レンズ
２００がボディ本体３００に装着された状態では、爪部２４２と爪部３４２が係合し、こ
れによりボディ本体３００に対して交換レンズ２００が結合される。
【００３９】
　上述したように、複眼レンズアレイ保持筒２２２は、交換レンズ２００の本体に対して
回動可能とされている。回転規制板２３６は、ネジ２３８によって複眼レンズアレイ保持
筒２２２と固定されており、複眼レンズアレイ保持筒２２２とともに回動するように構成
されている。このため、回転規制板２３６は、その回動範囲に形成された溝２４０内に挿
入され、複眼レンズアレイ保持筒２２２がマウント部２３０に対して回動すると、複眼レ
ンズアレイ保持筒２２２と共に回動し、溝２４０内を移動するように構成されている。
【００４０】
　また、回転規制板２３６には、孔２３８が設けられている。交換レンズ２００がボディ
本体３００に装着された状態では、回転規制板２３６は図３に示す位置Ｂ１に位置してお
り、穴２３２と孔２３８の位置が一致している。交換レンズ２００がボディ本体３００に
装着された状態では、ロックピン３３２は穴２３２と孔２３８の双方に挿入される。
【００４１】
　交換レンズ２００がボディ本体３００に取り付けられた状態では、ロックピン３３２が
マウント部２３０の穴２３２に挿入されており、これにより、交換レンズ２００は、ボデ
ィ本体３００に対して回動しないようにロックされている。この状態では、爪部２４２と
爪部３４２が係合することによって交換レンズ２００がボディ本体３００に対して固定さ
れている。
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【００４２】
　ユーザが交換レンズ２００を取り外すため、ロックピン解除レバー３３４を押すと、ロ
ックピン３３２と穴２３２の係合が外れ、交換レンズ２００がボディ本体３００に対して
回動できるようになる。このとき、ロックピン３３２と回転規制板２２６の孔２３８は係
合した状態が維持される。従って、交換レンズ２００を矢印Ａ２方向に回動させても、回
転規制板２２６は回動することがなく、この結果、複眼レンズアレイ保持筒２２２も回動
しない。
【００４３】
　一方、マウント部２３０は交換レンズ２００と一体に回動し、矢印Ａ２方向に所定角度
回動すると、爪部２４２と爪部３４２の係合が外れ、交換レンズ２００がボディ本体３０
０から取り外し可能な状態となる。この状態では、回転規制板２２６とマウント部２３０
の位置関係は、回転規制板２２６が図３中の位置Ｂ２に位置した状態となる。
【００４４】
　次に、交換レンズ２００をボディ本体３００に装着する場合は、回転規制板２２６が位
置Ｂ２に位置している状態で、交換レンズ２００をボディ本体３００に挿入する。すると
、回転規制板２２６の孔２３８にロックピン３３２が係合する。また、爪部２４２が逃げ
部３３４に挿入され、爪部３４２が逃げ部３４４に挿入されることによって、マウント面
２３０ａ，３２０ａ同士が密着する。この状態で交換レンズ２００を矢印Ａ１方向に回動
させると、孔２３８にロックピン３３２が係合しているため、ロックピン３３２の位置と
複眼レンズアレイ保持筒２２２との位置関係は変わることがない。従って、ボディ本体３
００に対して複眼レンズアレイ保持筒２２２は回動せず、図５の状態が発生することを抑
止できる。そして、ロックピン３３２が穴２３２の位置に達すると、ロックピン３３２が
穴２３２に係合して、交換レンズ２００の回動がロックされる。この状態では、爪部２４
２と爪部３４２が係合することによって、交換レンズ２００がボディ本体３００に結合さ
れた状態となる。
【００４５】
　図６は、複眼レンズアレイ２２０を内蔵したアダプター４００の構成例を示す模式図で
ある。図６に示すアダプターは、ボディ本体３００側にマウント部２３０を備え、その反
対側にマウント部３３０と同じ構造のマウント部を備えている。マウント面３３０ａとマ
ウント面２３０ａの距離は最小限に抑えられている。このような構成によれば、複眼レン
ズアレイを備えていない交換レンズのマウント部にアダプターのマウント部３３０を装着
し、アダプターのマウント部２３０をボディ本体３００のマウント部に装着することがで
きる。従って、複眼レンズアレイ２２０を備えていない交換レンズに対して、複眼レンズ
アレイ２２０を備えている交換レンズと同様の機能を発揮させることが可能である。
【００４６】
　＜２．第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図７は、第２の実施形態に係る撮像
装置１００の構成を示す模式図である。第２の実施形態は、交換レンズ２００の本体２０
２の外周に対して、着脱用の筒２５０を回動可能に設け、着脱用の筒２５０にマウント部
２３０を設けたものである。このような構成によれば、本体２０２を回動させることなく
、筒２５０を回動させることによって交換レンズ２００の着脱が可能である。
【００４７】
　第２の実施形態では、複眼レンズアレイ保持筒２２２は、交換レンズ２００の本体２０
２に対して回動しないように固定されている。一方、マウント部２３０、マウント部３３
０、及びボディ本体３００の構成は、第１の実施形態と同様である。
【００４８】
　第２の実施形態では、交換レンズ２００をボディ本体３００に装着する際には、マウン
ト面２３０ａとマウント面３３０ａを当接させ、複眼レンズアレイ保持筒２２２を開口部
３４０に挿入し、マウント部２３０を着脱用の筒２５０とともに回動させることで、爪部
２４２と爪部３４２が係合して交換レンズ２００がボディ本体に固定される。第２の実施
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形態においても、交換レンズ２００のマウント部２３０の基本的な構成（マウント面２３
０、爪部２４２、逃げ部２４４）は第１の実施形態と同様であるが、複眼レンズアレイ保
持筒２２２は交換レンズ２００の本体と一体であるため、回転規制板２３６、面２３４等
の構成要素は設けられていない。
【００４９】
　以上のような構成によっても、複眼レンズアレイ２２０を備えた交換レンズ２００をボ
ディ本体３００に着脱可能としたシステムにおいて、ボディ本体３００の構成要素と複眼
レンズアレイ２２０及びその保持筒２２２とが干渉してしまうことを抑止でき、ボディ本
体３００の有効なスペースを確保することが可能である。
【００５０】
　＜３．第３の実施形態＞
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。第３の実施形態は、第２の実施形態
と同様に、交換レンズ２００を着脱する際に、複眼レンズアレイ保持筒２２２が交換レン
ズ２００の本体２０２とともに回動しないように構成したものである。
【００５１】
　図８は、第３の実施形態に係る撮像装置の構成を示す模式図である。図８に示すように
、ボディ本体３００には、交換レンズ２００のマウント部２３０と対応する位置にマウン
ト部３５０が設けられている。マウント部３５０は、爪部３４２、逃げ部３４４、及びマ
ウント面２３０ａなどの基本的な構成は第１の実施形態のマウント部３３０と同一である
が、ボディ本体３００に対して回動可能に構成されている点で第１及び第２の実施形態と
相違している。第３の実施形態においても、交換レンズ２００のマウント部２３０の基本
的な構成（マウント面２３０、爪部２４２、逃げ部２４４）は第１の実施形態と同様であ
るが、複眼レンズアレイ保持筒２２２は交換レンズ２００の本体と一体であるため、回転
規制板２３６、面２３４等の構成要素は設けられていない。
【００５２】
　マウント部３５０には、マウント部３３０と同様に、爪部３４２及び逃げ部３４４が設
けられている。交換レンズ２００は、マウント部２３０の爪部２４２を逃げ部３４４の位
置に合わせた状態で保持筒２２２が開口部３４０に挿入される。これにより、交換レンズ
２００のマウント面２３０ａとボディ本体３００のマウント面３３０ａとが当接する。
【００５３】
　この状態で、マウント部３５０を所定角度回動させると、マウント部３５０に設けられ
た爪部３４２が、交換レンズ２００のマウント部２３０の爪部２４２と係合する。これに
より、交換レンズ２００がボディ本体３００に対して固定される。
【００５４】
　以上のような構成によれば、ボディ本体３００に設けたマウント部３５０を回動させる
ことによって交換レンズ２００を着脱できるため、交換レンズ２００を脱着する際に、複
眼レンズアレイ保持筒２２２が回動しないように構成することができる。従って、複眼レ
ンズアレイ保持筒２２２が挿入される開口部３４０のスペースを最小限に抑えることがで
き、ボディ本体３００の小型化を達成することが可能である。
【００５５】
　＜４．第４の実施形態＞
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。図４及び図５で説明したように、交
換レンズ２００を着脱する際に複眼レンズアレイ保持筒２２２が回動する場合、ボディ本
体３００には比較的大きな開口部３４０を設ける必要がある。第４の実施形態は、ボディ
本体３００側に複眼レンズアレイ保持筒２２２の対角線よりも長い直径の円筒状の開口部
３４１を設けることで、交換レンズ２００の着脱時に複眼レンズアレイ保持筒２２２が回
動した際に、複眼レンズアレイ保持筒２２２と開口部３４１とが干渉しないように構成し
たものである。　
【００５６】
　第４の実施形態において、複眼レンズアレイ保持筒２２２は交換レンズ２００の本体２
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０２と固定されている。第４の実施形態においても、交換レンズ２００のマウント部２３
０の基本的な構成（マウント面２３０、爪部２４２、逃げ部２４４）は第１の実施形態と
同様であるが、複眼レンズアレイ保持筒２２２は交換レンズ２００の本体と一体であるた
め、回転規制板２３６、面２３４等の構成要素は設けられていない。
【００５７】
　図９は、第４の実施形態に係る撮像装置１００の構成を示す模式図である。ここで、図
９（Ｂ）は、図１と同様に光軸に沿った撮像装置１００の断面を示している。また、図９
（Ｂ）は、図９（Ｂ）中の一点鎖線ＩＩ－ＩＩ’に沿った位置の断面を示している。
【００５８】
　図９（Ｂ）に示すように、撮像素子３１０の前側には、複眼レンズアレイ保持筒２２２
が挿入される開口部３４１が設けられている。図９（Ａ）の断面図に示すように、開口部
３４１は、円筒状に形成され、その直径は矩形状に設けられた複眼レンズアレイ保持筒２
２２の対角線よりも長いものとされている。従って、交換レンズ２００を着脱する際に、
複眼レンズアレイ保持筒２２２が回動した場合に、複眼レンズアレイ保持筒２２２と開口
部３４１とが干渉してしまうことを確実に抑止することが可能である。
【００５９】
　以上のように、第４の実施形態では、ボディ本体３００に円筒形状の開口部３４１を設
け、開口部３４１の直径を、複眼レンズアレイ保持筒２２２が回動した際に干渉しない長
さに設定したため、交換レンズ２００を着脱する際に複眼レンズアレイ保持筒２２２と開
口部３４１とが干渉してしまうことを確実に抑えることが可能となる。
【００６０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００６１】
　１００　　撮像装置
　２００　　交換レンズ
　２０２　　レンズ本体
　２１０　　撮像光学系
　２２０　　複眼レンズアレイ
　２３０　　マウント部
　２３６　　回転規制板
　３００　　ボディ本体
　３１０　　撮像素子
　３３０　　マウント部
　３３２　　ロックピン
　３４０　　開口部
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